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教育活動報告  
総合的な学習の時間（共生の時間） 
 
総合（共生）部会 
 
Ⅰ 総合的な学習の時間「共生」について 
 
１ 教育課程への位置づけと「共生」の見直し 
総合的な学習の時間のねらいは，「変化の激しい社会に
対応して，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体
的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育てる
こと」とされている。本校では，この総合的な学習の時間
を対象とした研究が，平成 10 年の学習指導要領の改訂に
先だって平成 8 年度から始まった。そして平成 9 年度か
ら，「共生」という言葉をキーワードにし，教科横断的に
自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し
ていけるような「共生の時間」（以下「共生」）と呼ばれ
る学習の時間を教育課程に位置づけた。 
 約 20 年の間に，生徒は幅広いテーマで探究活動を行
い，ゼミ形式が確立されてからは教員の特性を生かした
ゼミが開講されてきた。学年テーマからゼミ形式への変
更，校外学習の実施，前期・後期制から通年制への変更，
自主ゼミの創設など，「共生」の実施形態については，
様々な修正を重ねながら現在の形に至っている。一方で
内容については，ＣＳ（コミュニケーション＆スキル）
への取り組み以降，大きく見直されていない。 
昨今の国の動向に目を向けると，新学習指導要領が公
示され、探究的な学習の過程を一層重視し，各教科等で
育成する資質・能力を相互に関連付け，実社会・実生活
において活用できるものとするとともに，各教科等を越
えた学習の基盤となる資質・能力を育成することが必要
であると述べられている。また本校では，教員の異動な
どにより，「共生」のねらいや指導のポイントについて
十分に共通理解されていなかったり，新任者が開講する
ゼミの内容や指導の方法で悩んでしまったりする状況
も生じている。そこで昨年度から新たに実施された「共
生」のねらいに従って，さらなる内容の見直しをはかっ
た。 
 
２ 「共生」の目標 
人・社会や自然とのかかわりの中で，互いを尊重しな
がら共に生きることについて，そこにある問題を主体的
に見出し，学び方やものの考え方を身に付けるととも
に，よりよい問題解決に向けて創造的，協同的に探究を
進め，自己の生き方を考えることができるようにする。 
 
３ 育てようとする資質・能力及び態度 
・複雑な問題状況の中から適切に課題を設定し，課題の
解決に向けて計画的に行動する。（問題発見力，問題
解決力，言語スキル，数量スキル，情報活用能力） 
・相手や目的，意図に応じて論理的に表現し，学習の仕
方や進め方を他の学習や生活に生かそうとする。（論
理的・批判的思考力，汎用的能力，メタ認知・適応的
学習力，言語スキル） 
・異なる意見や他者の考えを受け入れ尊重し，自らの生
活の在り方を見直す。（人間関係形成力，自律的活動
力） 
・課題の解決に向けて，社会活動に参画する意識を高め
たり行動したりする。（社会参画力，持続可能な未来
への責任） 
 
４ 共生学習の内容と枠組み 
これまで，共生では「人権・国際理解・環境」の３本柱
を設定して学習を進めてきた。これに代えて，昨年度より
下図に示したような，「人や社会」・「生命や自然」との
かかわりを考える２領域と，「地域」・「世界」を見つめ
る２領域を掛け合わせた４領域を，新たな「共生」の枠組
みが設定された。なお，図中の「人権，国際…」などのキ
ーワードは学習指導要領等で想定されている，総合的な学
習の時間における学習内容の一例であり，（Ⅰ）と（Ⅱ）
の両方の領域に関わると考えられるものも，便宜上どちら
か一方の領域に示した。 
 
 
図１ 「共生」の枠組み 
 
 こうした改訂は，社会の状況が変化する中で，「共生」
で扱いうる横断的・総合的な課題も多様化してきてお
り，従来の３本柱よりも広い視野で内容を捉える必要が
出てきたことによる。実際に，生徒の興味・関心や，教
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師個々の特性（教科に加え興味・関心，趣味等も含む）
も踏まえて，ゼミテーマや研究課題を設定しようとする
中で，「３本柱との関連を見出しづらい」という意見が
出ている状況もあった。また，生徒の研究は，調べて分
かったことをまとめて伝えるような，いわゆる「調べ学
習」に終始するものが多くあった。課題と自己の生き方
や社会とのかかわりを，これまで以上に意識させる必要
があった。そこで，「共生」の実施内容の核となる柱立
ての改訂を行ったのである。 
 
５ ゼミ形式の指導方法 
「共生」では，学習指導要領が示している横断的・総合
的な学習や探究的な学習となるように，学年の枠を取り払
い，ゼミ形式の学習形態を取っている。ゼミは，「共生」
のポイント・ねらい，「共生」の理念に沿ったものになっ
ているかを考えた上で，教員一人一人が専門の教科や得意
分野，興味のあることや趣味などをもとに開設する。生徒
はその中でテーマを自ら設定し，学習を進めていく。 
具体的な学習の進め方を次に示しておく。 
① ガイダンスを受ける 
② オリエンテーションに参加する 
 （自分のやってみたいことに近いものや，やってみ
たいことができそうなゼミを見つける） 
③ 参加するゼミを決定する 
④ 学習企画書を作成する 
（テーマ，最終的な完成状態，自分や社会にとって
の価値，実際に行う活動などの計画立案） 
⑤ テーマを追究する 
（各自の学習計画をもとに進める。必要に応じて随
時計画を改善していく。追究活動の中で校外での
活動を行ったり，外部の人との関わりを持ったり
しながら調査を進める） 
⑥ 中間発表会（各ゼミの中で随時行う） 
⑦ まとめ・発表する 
 （内容に応じた発表の仕方を考え，発表する） 
 これらの学習の中では，外部の人との関わりを持てるよ
うに講師を依頼したり，体験的な学習が行えるように教室
を出て活動することもある。また，年間１回の校外学習が
位置づけられている。全校で校外学習に出る日以外に，長
期休業中などに校外学習を設定するゼミもある。 
「共生」は生徒のモチベーションによって，学習の深ま
りが大きく左右される。生徒の興味を引きつつ，なおかつ
目的に沿ったテーマでゼミを開設することが望まれる。ま
た，発表会における表現方法が生徒の所属ゼミの希望に影
響を与える傾向もあり，ゼミ担当教員としては，どのよう
なまとめ方や発表のさせ方をするのか，ガイダンスの時点
である程度の見通しをもっておく必要がある。 
 
Ⅱ 今年度の取り組み 
 
１ 学習の流れ 
今年度は，ガイダンス，校外学習，共生発表会を含め，
全 18 回（43 コマ）で学習を進めてきた。１回の授業は，
原則として通常の授業の２コマ分を水曜日の５校時終了
後に行った。校外学習は，前期末の 10 月 5 日に実施した。
共生発表会は，自らが探究してきた内容の発表の場として
位置づけられ，12 月 2 日に実施した。 
年間の学習の流れとして，5～7 月は生徒の活動するゼ
ミを決定し，個々のテーマを検討した。9～10 月で個々の
テーマについて探究活動を進めた。11～12 月には自分が
調べたり考えたりした内容の整理，およびまとめを行い，
発表会の準備をした。 
 
２ 職員が「共生」について考える場の設定 
ここ数年，附属中の全職員が「共生」について改めて考
える場を設けることが課題としてあげられてきた。その背
景として，「共生」の理念やこれまでの経緯などをよく理
解している教員が減少してきたことや，総合的な学習の時
間の進め方に不安を抱えている経験年数の浅い教員が増
えてきていることなどが考えられる。 
そこで今年度は，新任の職員向けの説明を充実させ，共
生担当から本校のこれまでの取り組みや，「共生」の見通
しについて詳しく説明した。この場は，昨年度から勤めて
いる職員にも開放し，「共生」の理念などについて周知を
はかった。また，総合的な学習の時間を進めていくための
参考資料となる，文部科学省発行の指導資料を紹介した
り，本校が平成 14 年度に作成した「コミュニケーション
＆スキル」実践資料集を配付したりした。 
開設ゼミの検討にあたっては，例年通り職員研修の一貫
で「共生ゼミ検討会」を行った。教科や経験年数等を考慮
した３つのグループに分かれ，ゼミが「共生」のねらいに
あっているか，生徒が自主的に学習を進めていけるかなど
について意見交換をした。あわせて，まとめ・表現の方法
について，これまでの実践や構想中のものを全職員で共有
する場も設けた。 
 
３ 開設ゼミ 
今年度は，本文末の資料にまとめた 20 のゼミが開設さ
れた。自主ゼミは，ゼミ全体に共通するテーマはなく，生
徒が自らの興味・関心に基づき，「共生」の理念に沿って
課題を設定するゼミであり，平成 23 年度から開設されて
いる。事前にテーマや活動計画を担当教員に提出し，探究
活動ができると判断された生徒のみが参加できる。自ら興
味のあるものを探究しようと考えている生徒が集まって
きており，今年度は 6 名の生徒が自主ゼミで活動した。 
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４ 外部との連携（講師の招聘・校外学習など） 
ゼミの学習では，外部の人との関わりを持てるように講
師を依頼したり，体験的な学習が行えるように教室を出て
活動したりすることもある。また，ゼミごとや各自のテー
マを深く探究するため，年間１回の校外学習が位置づけら
れている。行き先や内容は各ゼミに任されており，実施場
所は県外におよぶ場合もある。学習の計画，目的によって
校外学習を行わないゼミは，学校に残って活動を行った。 
 
 
写真１ 校外学習の様子（雑穀ゼミ） 
 
５ 共生発表会 
生徒たちが「共生」の時間で培った問題発見力，問題解
決力，言語スキル，数量スキル，情報活用能力等を活用し，
表現力を発揮できるようにすることを目的として，毎年，
発表会を行っている。土曜日に行い，保護者へ公開もして
いる。今年度ののべ参観者数（家庭数）は，１年生 115，
２年生 94，３年生 65 であった。 
初めに全体会を行い，その後，各教室に分かれてゼミご
との発表を行った。全体会の発表者は，各ゼミ担当者の推
薦によって募り，今年度は 12 組が研究成果の一部を発表
した。限られた時間での発表となったが，プレゼンテーシ
ョンソフトを用いて視覚に訴えるような資料を用意し，自
らの考えを明確にまとめた発表を行うことができた。 
 
 
写真２ 全体発表会の様子 
その後行われたゼミごとの発表については，生徒が探究
してきた内容を，プレゼンテーションソフトを使ったり，
模造紙にまとめたりしながら発表した。パネルディスカッ
ションや落語や演劇の実演，模擬裁判，作品展示なども行
われた。発表時間は 5～10 分程度のものが多かった。今
年度も，２学年が１人１台タブレット端末を所有し，持っ
ていない学年にも学年40台の貸し出し用タブレットが用
意されており、タブレット端末のプレゼンテーションソフ
トを活用した発表がほとんどであった。しかし，やはり普
段からタブレットを使っていない１年生では機械の操作
に手間取るところも見られた。また，プレゼンテーション
ソフトを用いたまとめに関しても，十分に準備することが
できなかったという意見も聞かれた。個人の発表テーマの
一例を，本文末の資料に掲載する。発表会全体を通して，
生徒からは「調べていく中で，自分の考えが深まり，広が
っていくことは大切」，「自分のテーマのことはもちろん，
共生発表会で他の人の調べたものを知ることが出来た」と
いう感想が挙げられ，探究活動や発表会から生徒が学ぶこ
とも多いと感じられた。また，生徒の発表に対して，コメ
ントカードを用いて発表の感想を書くことにより，生徒の
相互評価を行った。 
 
 
写真３ ゼミ発表会の様子（法と共生ゼミ 模擬裁判） 
 
 
Ⅲ 評価，来年度への課題とまとめ 
 
１ 今年度の評価 
評価は，今年度の「共生」の目的がどの程度達成された
かを調べるために，生徒と教員において，それぞれ質問紙
によって行った。各質問項目について，「よくあてはまる」
ならば４，「まああてはまる」ならば３，「あまりあては
まらない」ならば２，「全くあてはまらない」ならば１の
四点尺度で回答させた。図３は生徒への質問項目とその結
果の一部である。全体として肯定的な回答が多い。特に質
問項目 1「自分でテーマを見つけ，目的を定め，自分なり
の方法で追究できましたか」や，質問項目 10「あなた自
身は，この学習に一生懸命取り組みましたか」に対する肯
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【資料】今年度開設ゼミについての主な活動内容、校外学習先、生徒が設定したテーマ例 
No. 【ゼミ名】／主な活動内容／◯校外学習先 生徒の個人テーマ（一部） 
１ 【「和食」 文化を考える】 
和食を通して，様々な点で比較しながら日本独自の文化を追究した。お
茶会，和菓子作り，魚を捌く体験など実社会の人々との交流や体験を通
して学びを深めた。体験を写真で撮り，考察した内容をアルバムにまと
めると共に，パネルディスカッションでの発表会を行った。 
◯菓匠鶴屋吉信，株式会社にんべん東京本社，日本橋界隈 
お正月の祝い方（日本と世界） 
漬け物とピクルス 
手・箸・ナイフフォーク 
２ 【旅プランニング～旅のパンフレットを作ろう～】 
観光庁による「若旅★授業」やアメリカ大使館から外交官を招聘しての
授業を実施するなど，さまざまな人々との触れ合いを通し，「旅」を切り
口とした国際理解を図った。学習の成果物として，各自のコンセプトに
基づく旅の形をパンフレット制作で表し，口頭発表した。 
◯チェコ共和国大使館，ニコライ堂，東京ジャーミ  ー
大河メコン川をめぐる旅 
～メコンの恵みと人々との関わり～ 
宮沢賢治ヲ巡ル 岩手県ノ旅 
音楽の都ってどんなトコ?? 
～オーストリアの魅力を発見する旅～ 
３ 【落語で学ぶ，落語に学ぶ】 
落語の伝統や歴史，また英語落語にも触れ，幅広く親しんだ。実際に寄
席を見学し，調査や実演を行うことで落語を身近に感じ，理解を深める
ことができた。 
◯深川江戸資料館，浅草演芸ホール 
落語に学ぶ江戸時代の生活 
対話で使える落語コミュニケーション 
二人落語の実演「釜泥」 
４ 【笑いについて考える】 
「笑い」を医学的見地や哲学的見地からとらえ，笑いの種類や効能，笑
いの起こるメカニズムなどについて学んだ。校外学習ではワタナベエン
ターテインメントカレッジに学習に行き，実際に芸人志望者が受ける授
業を受けた。それぞれが独自の視点で，笑いについて追究した。 
◯ワタナベエンターテインメントカレッジ，ルミネ the よしもと 
なぜ人間は笑うのか？ 
ストレスと笑い 
笑いとことわざ 
５ 【法と共生】 
裁判の仕組みについての調べ学習を進めながら，弁護士，裁判官を迎え
ての学習，東京地検での検察官からの講義も受け，法に関わる三者の立
場を知った上で，法で人権を守るとはどのようなことかを考えた。また
裁判傍聴も行い，それぞれの学習の成果を活かしたレポート作成や，模
擬裁判を作成し実演することで，考えを深めることができた。 
◯明治大学博物館，東京地方検察庁 
技術と司法 ～人は機械を裁くの
か？！～ 
(模擬裁判①)仁義なき強盗 ～金銭ト
ラブルは悲劇を呼ぶ～ 
(模擬裁判②)加害者は，ちーがーうーだ
ーろー！～空前絶後の正当防衛？！～ 
６ 【博物館展示を作ろう】 
博物館展示の概要を学び，自分の設定したテーマをもとに博物館展示図
録を作成した。その後，４グループを構成して展示を作成した。写真資
料を中心に，効果的な導線を考えたり，説明文を考えたりして，博物館
資料の展示を行った。 
◯中川船番所資料館，上野公園周辺博物館 
飛行機から見る共生 
日本の武器と武具 
ディズニープリンセスが住んでいたお
城 
７ 【海と魚と私達】 
海・魚をメインテーマとし，興味のあるテーマで追究活動を行った。海
をテーマにした生徒はゴミなどの環境問題を，魚をテーマとした生徒は
生態や特徴を調べた。実際に市場に行き，寿司職人に魚の捌き方を習う
ことで，魚を身近に感じ，理解を深めることができた。 
◯東京都中央卸売市場（築地市場） 
海洋ゴミと私たち 
駿河湾と地域のつながり 
チェゼーナンチーノ 
８ 【演劇で表現しよう】 
生徒が幼児や小学生向けにテーマを決め，演劇を通して地域に貢献する
ことを目指した。発声練習や即興劇で演劇の基礎を学び，脚本作成や演
出も生徒の力で行った。発表会では観客を前に発表し，口頭で説明する
よりも，演劇を通して表現する方が伝えやすい事を実感できた。 
◯本校アリーナ（劇団文学座によるワークショップ） 
交通マナーを守ろう 
勉強，礼儀の大切さ 
不審者対応 
９ 【地域おこしへの熱い想いと新しい企画】 
地域おこしの具体策と，適した地域を選び，自分なりのプランを考え，
提案・発表する。勝浦市で実際に地域おこしを行っている方をゲストに
迎えて講話を聞き，実際に訪問して現状を見学するなどした。 
◯勝浦市商店街，「まんまる亭」で昼食（勝浦タンタンメン），旧清海小
学校（廃校）を活用した地域おこしの現場 
高齢者がつくる街 ～日本版ＣＣＲＣ
施設の活用 at 高知県高知市～ 
未来型環境共生都市 地域資源×Ｉｏ
Ｔ×エネルギーの〝千産千消” 
商店街を活性化！～新しい学びの場～ 
10 【身近な樹木を考えよう】 
樹木の保全・保護を目指し，身近なところにある樹木を様々な角度から
考察した。割り箸を使うことの是非を検討したり，割り箸を活用した工
作をしたりした。どんぐりを使ったおもちゃづくりをした。樹木の効用
や保全の方法の理解を深めた。 
◯国立科学博物館附属自然教育園，東京タワ  ー
鉄道林の役割 
神社・寺にある木々の種類と数 
自然工作をしてみる 
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11 【人間が人間のためにできること】 
震災被災者や高齢者などの社会的弱者に視点を当て，他人のためにでき
ることは何かを調べた。日本赤十字社の方を招いて三角巾を用いた手当
ての方法を指導していただくなど，体験授業も行った。ボランティアの
ありかたについて探究し，レポートにまとめて発表を行った。 
◯校内においてＡＥＤを用いた救命救急法の練習 
手話の活用 
災害ボランティアの心構え 
世界のピクトグラム 
12 【生態学と共生】 
「共生」について，元来の定義である生物学の視点から追究した。学芸
員より講義を受けた生物観察の手法を用いて生物観察のフィールドワー
クを行い，究をまとめた。 
◯千葉県立中央博物館 
菌類（キノコ），湖沼，食物連鎖など 
13 【環境問題について本気出して考えて行動してみた】 
校内にある木の二酸化炭素固定量の調査，粗大ゴミの分解を通してゴミ
分別，の２つの学習を全員共通で行った。校外学習では，水質や地質調
査の実態を現場で働く研究者の方から学んだ。個人研究では，調べるだ
けで終わるのではなく，実験したり装置を作製したり実地調査に赴いた
りと「行動」することを念頭に置いて探究活動を行った。 
◯千葉県環境研究センター（水質研究室・地質研究室） 
干潟による水質浄化能力の調査 
位置エネルギーを用いた発電装置の作
製 
身近にあるものを用いた水のろ過装置
の作製 
14 【日本の伝統芸術を世界にアピール】 
日本の伝統芸術の中から各自テーマを設定し，実際に素材を用いて制作
を行うとともに，歴史，材料，文化的背景などの調べ学習を行い，世界
や日本のさまざまな地域による材料や技法，文化的背景の比較，検証を
し，発表を行った。 
◯東京国立近代美術館工芸館，伝統工芸青山スクエア 
人と共に変化する焼き物の歴史 
彫刻の素材と国による様式の違い 
寄せ木-さまざまな木の特質について- 
15 【雑穀で世界と日本を知る】 
近年，健康食として親しまれている雑穀と蕎麦について様々な視点から
知識を深め，日本と外国との違いを発見したり，蕎麦打ち体験をしたり
したことをグループでまとめ，発表した。 
◯千葉在来普及協議協会 野呂圃場 
雑穀の種類と特徴 
雑穀と世界の蕎麦料理 
雑穀の歴史について 
16 【支えるスポーツ】 
スポーツと地域をつなぐ活動や，様々なスポーツが文化として現代でも
親しまれていることに着目し，各個人でテーマを設定して探究を行った。
ブラインドサッカーの体験から実際の「支える」を学習した。インタビ
ューやアンケートを実施し，これまでの取り組みと，これからにつなが
る取り組みについて考察し発表を行った。 
◯VONDS 市原（サッカー），講道館（柔道） 
日本で最もビーチサッカーを愛する街
九十九里 
みんなのウィルチェアラグビ  ー
～地域編～ 
陸上の魅力 ～JAPANリレーの極意～
17 【子どもサポーター 地域編】 
日々，子どもにまつわるニュースが多く報道されているが，自分の住む
地域の子ども達はどのような問題を抱えているのか，テーマごとにグル
ープを作って実際にインタビューや体験を通して探究を行った。 
◯地域の保育所，千葉市役所，児童養護施設，子ども食堂 
児童養護施設の現状と地域との関わり 
子ども権利の法律を作る！ 
様々な家族のかたち 
18 【世界遺産ツアーガイド～危機遺産に学ぶ】 
「世界遺産と人々の関わり」という視点から，危機遺産リストに掲載さ
れているものを中心に自分の興味・関心のある世界遺産を取り上げ，そ
の課題や改善策を追究した。共生発表会では，ツアーガイドの要素を取
り入れ，聴衆をツアー客に見立ててその世界遺産の見どころを紹介しな
がら，私たちに何ができるのかを考察した。 
◯上野恩賜公園，旧岩崎邸庭園，湯島天満宮，湯島聖堂，ニコライ堂 
グレートバリアリーフの危機に迫る自
然の旅 
“リオ・プラタノ生物圏保護区”に学ぶ
～何故，人は同じ過ちを繰り返すのか～
過激派組織と危機遺産ハトラ 
19 【国際ボランティアとは～異文化を通じて～】 
 異文化交流体験や貿易のしくみを知る体験活動を通して，外国との関
わりについて学習した。また，身近なところから視野を広くもち，ボラ
ンティアとは何かについて考えを深めた。世界の国々の現状を知り，今
自分が考えるボランティア活動について探究した。 
◯ＪＩＣＡひろば，ユニセフハウス 
なぜ貧困問題が今起きているか 
 
想像を絶する北朝鮮 
ツバルの水没問題について 
20 【自主ゼミ】 
共生の目的に沿ったテーマを自分で設定し，計画書を作成，情報収集を
して，課題を追究していった。共生発表後，その成果をレポートにまと
めた。 
◯校内で活動 
輝け！子どもと女性の未来～みんなで
手をとりあって～ 
戦後から見る世界～戦後はいつまで続
くのか～ 
『二十四の瞳』から紐解く世界平和 
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